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硬化剤、希釈剤のそれぞれ単剤及び主剤と硬化剤
を混ぜたもの、主剤と硬化剤と希釈剤を混ぜたも
の、および、市販のepoxy　resin　1％試薬でオー
プンテストを行った。20分後の判定ではICDRG
基準にて、硬化剤・希釈剤以外は全て1＋であっ
た。48時間後、および、72時間後の判定では、主
剤が1＋、硬化剤が2＋であった（図3、表1）。
なお、正常人コントロールでも同様にオープンパッ
チテストを行ったが、20分後、48時間後、72時間
後、全て陰性であった。
診断：エポキシ樹脂（主剤及び硬化剤）による接
触皮膚炎症候群
エポキシ樹脂による接触皮膚炎症候群の1例
【考　　察】
　エポキシ樹脂を構成する成分には、主剤・硬化
剤・希釈剤とあり、それぞれ主剤は
Diglycidylether　of　bisphenol　A　（DGEBA）．
硬化剤はEthylenedia血e（EDA）などのアミン
系物質、希釈剤はn－butyl　glycidyl　ether（BGE）
などのエーテル系物質が主となっているユ）。エポ
キシ樹脂による皮膚障害については、完全に硬化
したエポキシ樹脂では一次刺激性・感作乙鳥にな
いとされるが、未硬化エポキシ樹脂、硬化剤単体
及び硬化剤を混ぜた未硬化エポキシ樹脂には一次
刺激性・感作二二に認めるとされる2）。本症例で
の主剤の主成分はDGEBA、硬化剤は複数のアミ
ン系化合物から構成されているが、主剤・硬化剤
ともにオープンパッチテストにてICDRG判定で
陽性であり、両者ともに反応していると考えられ
た。
　本症例では、顔や下肢などの直接エポキシ樹脂
にも触れない部分に病変が出現しており、パッチ
テスト後にも全身性の反応が見られたことから、
接触皮膚炎症候群や全身性接触皮膚炎を疑った。
接触皮膚炎症候群は、接触感作成立後、同一抗原
が繰り返し経皮的に接触し、強い痒みを伴う病変
が接触範囲を超えて出現するものである3）。同様
の概念として、非経皮的なルートで同一抗原が生
体に侵入することによって全身に皮膚炎を生じた
ものを全身性接触皮膚炎という。本症例では、実
際に接触しない部分にも強い掻痒を伴う皮疹が認
められていたが、パッチテストの際に全身に皮疹
を生じたことから経皮的ルートが存在することは
確実である。また、エポキシ樹脂の硬化剤には、
蒸散性が高いものが多く、吸入などの非経皮的な
ルートでの曝露も考えられる。蒸散性が高い硬化
剤にも感作されていることから、実際には、経皮
的、および、非経皮的の双方のルートで曝露され
ていると考えた。
　エポキシ樹脂による皮膚障害の本邦報告例は、
皮膚科分野、産業医学分野からそれぞれ症例報告
や統計の形で報告されている。このうち、皮疹や
経過の詳細が記載されている症例を文献学に検討
したところ、自験例を含め調べうる限り25例の報
告4　8）があった。
　皮疹型としては局所の接触皮膚炎は25例中17例
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と多数を占めた。自験例と同様に全身に皮疹が出
現したものとしては、接触部位である手掌に皮疹
が出現し増悪軽快を繰り返した後、徐々に全身に
拡大してきたもの6）や、接触直後に全身に暮麻疹
様紅斑が出現したもの9）、接触部位以外の四肢に
浮腫が出現したもの10）などがあった。また、接触
しなくても塗料の付近を通るだけでも皮疹が生じ
た例なども見受けられた11）。
　このような症例では、自験例と同様に接触皮膚
炎症候群と診断しているもの12）、硬化剤などの蒸
散性が高いものに起因する空気伝播性接触性皮膚
炎の可能性があると診断しているもの8）もあった。
非職業性のものでは、自宅で使用する接着剤12）や
マイレッジカー製作13）によるものが報告されてい
た。
　エポキシ樹脂による様々な症状は接触皮膚炎以
外にも起こり得る。接触による接触奪麻疹、白斑、
吸入による毒麻疹、血管性浮腫、強皮症、筋炎様
症状、口内炎等が報告されている14－17）。その他に
も、骨髄障害、皮膚癌の発生、中枢神経系の抑制、
肝炎の発生報告がある。このため、エポキシ樹脂
の毒性に対して、保護具の徹底した使用や、低毒
性原料への代替などを含めて様々な対処が取られ
てきたが、エポキシ樹脂が保護具を通過する可能
性も示唆されており注意が必要である18）。予防と
して重要になるのは従事者への毒性注意喚起、衛
生教育、さらなる低毒性原料への代替、作業環境
の改善、アレルギーが判明した場合の配置転換な
どである4＞。エポキシ樹脂は多く’の工業製品に使
われており、知らないうちに曝露・感作されてい
る可能性が十分にあるため、問診による詳細な聴
取が必要である。低毒性のエポキシ樹脂が増えて
きているとされるが、日常生活でも接触する機会
が広くあり、今後も注意が必要と考える。
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Allergic　contact　dermatitis　caused　by　epoxy　resin　compounds
Mika　Watanabe，　Satoko　Shimizu，　Daisuke　lnokuma，　Kikuo　Tsuchiya
Dep∂血1α1オof　Dθ㎜∂tology，　Sapρoro鋤r　General　Hospit∂1
Summary
　　We　present　a　case　of　occupational　allergic　contact　dermatitis　caused　by　epoxy
resin　compounds．　A　63－year－old　man　presented　with　a　3－year　history　of　pruritic
eruptions　over　his　whole　body．　He　has　worked　as　a　painter　in　a　waterproof
coating　factory　for　5　years．　His　eruptions　were　once　diminished　with　the　use　of
topical　steroids　and　antihistamine　agents　during　a　2　week　admission　in
hospital．　However，　the　eruptions　relapsed　after　he　used　epoxy　resins　at　his　j　ob．
The　patch　testing　demonstrated　positive　reactions　to　diglycidyl　ether　bisphenol　A
（DGEBA）　and　amine　hardener．　Epoxy　resins　are　known　as　a　causative　agent　of
occupational　allergic　dermatitis，　and　can　also　induce　unexplained　systemic
refractory　eruptions．　lt　is　therefore　important　to　obtain　a　careful　history．
Keywords　i　contact　allergy，　occupational
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